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１．クラスルームで１．クラスルームで
できることを増やすできることを増やす

■期待される効果

「グループ学習」や「調べ学習」「グループ学習」や「調べ学習」
などへの対応が容易などへの対応が容易
・授業の中で、「一斉に話を聞く」「グループ別に議論す

る」「各自で調べ物をする」など、学習集団の規模や机

の配列を変える際に容易に対応でき、集中力を切らさな

い。

○普通教室について、教室内の設えや学習活動に配慮した余裕のある

大きさとし、ＩＣＴ＊１を導入したり作り付け家具を工夫することな

どにより、多様な学習が可能となるように計画するもの。

○学習集団の規模や机の配列の形態が変わるような場合にも対応でき、

普通教室の活用の範囲が広がる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■補足説明

・個々の教室を閉じたスペースとして固定的に考えるので

はなく、多目的スペースなどと組み合わせて検討するこ

とも考えられる。

p.11「2.複数のクラスでフロアをのびやかに使う」参照

・学年の学級数の変化を想定した上で、学年ごとの活動内容や

体格に応じて教室の寸法を変えることも検討すると良い。

・教室背面への作り付けのロッカーではなく、可動式としたり、

ロッカーコーナーとして別に設けたりすることにより、教室

の背面部分を掲示や二つ目の黒板のための空間として活用す

ることができる。

写真１－３ 普通教室でのプロジェクターを使用
した授業（目黒区立目黒中央中学校）

■計画のポイント

多様な学習を可能にする面積と寸法多様な学習を可能にする面積と寸法
・教室の面積を、机や家具の大きさや配置、行われる学習

活動等を勘案した余裕あるものとし、さらにその寸法や

形状についても、実施したい学習形態に対応しやすいよ

う配慮する。

普通教室前面の計画普通教室前面の計画
・効果的な板書や発表等ができるよう、黒板だけでなく、

ホワイトボードや電子黒板など、様々なシステムを比較

検討する。

・掲示面を確保するなど、子どもたちの作品の展示、情報

伝達の場を設えることも考えられる。

ＩＣＴ環境の充実ＩＣＴ環境の充実
・普通教室でもコンピュータ、プロジェクター等が利用で

きるよう、ＬＡＮ＊２配線や電源を設置しておく。

p.21「7.ＩＣＴで学習活動が広がる」参照

教室内の家具の工夫教室内の家具の工夫
・可動式の小ステージや掲示板など教室内の家具を工夫す

ることで多様な学習活動を展開できる。

・使っていない教材や教具等をしまっておけるよう、十分

な収納スペースを確保する。

先生のためのコーナーづくり先生のためのコーナーづくり
・小学校では、職員室との機能分担に留意した上で、教卓

に加え収納も備えた「先生のためのコーナー」をつくる

ことも考えられる。

・コーナーは、子どもたちが集まりやすい形状の工夫がな

されていると良い。

■効果的に利用するための注意点

・可動式のロッカー等を用いる場合は、地震時の

転倒等に留意し、レイアウト後には固定するな

ど、安全性を確保する。

写真１－１ 普通教室でのグループ学習（福岡市立博多小学校）

写真１－４ 低学年用普通教室の収納家具
（長野県伊那市立伊那東小学校）

余裕のある大きさの普通
教室で個別に散らばって
学習している様子

～普通教室でもっと豊かな学習活動を～
写真１－２ 異なる机の向きで個別に課題に
取り組む（長崎県佐世保市立清水小学校）

●ＩＣＴ●

ＩＣＴを活用した効果的・効率的ＩＣＴを活用した効果的・効率的
な指導が可能な指導が可能
・コンピュータ、プロジェクター等のＩＣＴ機器を導入

することで、教育支援機能が高まり、より魅力的な教材

提示も含め、効果的・効率的な指導が可能となる。

Information Communication

Technology：情報通信技術。

IT(情報技術)とほぼ同義。

整った教室で落ち着いて整った教室で落ち着いて
学習学習
・適度な教室面積と十分な収納スペースにより

教室環境が整い、子どもたちが落ち着いて学

習に専念できる。

注１

●ＬＡＮ●

Local Area Network：同一敷地（同一建物）

内などの総合的な情報通信ネットワーク。コン

ピューター-ネットワークを基本とし、多様な

情報を一括して送受・処理できる。

注２

出典：三省堂刊「大辞林」

出典：三省堂刊「大辞林」



２．複数のクラスで２．複数のクラスで
フロアをのびやかに使うフロアをのびやかに使う

■期待される効果

多様な学習集団・学習形態多様な学習集団・学習形態
に対応に対応

普通教室と多目的スペースが連続しているため、総合的

な学習の時間での調べ学習や習熟度別学習、ティーム・テ

ィーチングなど学習集団・学習形態の変更を行いやすい。

～多様な学びを支える教室まわり～

○同学年あるいは、低学年、中学年、高学年ごとに、普通教室＋多

目的スペース（少人数指導のためのスペースを含む）などから構

成されるユニットをつくるもの。

○学年段階に応じたユニットの空間構成とすることで、総合的な学

習の時間における調べ学習や習熟度に応じた学習、またティーム

・ティーチング＊３、などを効率的に展開することができる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

学年段階に応じたユニットづくり学年段階に応じたユニットづくり
・ユニット内に、教師コーナーや教材室等を設けることにより、

学習空間を整ったものに維持することが容易になる。

・学年段階に応じた学習活動を行いやすいよう、ユニットを構成

する空間や間仕切りの在り方を学年ごとに適切なものとする。

普通教室と多目的スペース普通教室と多目的スペース
との連続性との連続性

・普通教室と多目的スペースなどを連続的あるいは一体的に

使う学習も想定し、またその際には、先生の視野になるべく活動

全体が入るように、普通教室と多目的スペースとの間の間仕切り

の在り方（仕切りなく開放的にする、可動間仕切りにより開閉可能

とする、見通しの良い透明の間仕切りを設ける等）を考える。

家具や備品の計画家具や備品の計画
多目的スペースには、少人数指導などのための机、いす

や可動式掲示板などを配置し、学習活動を豊かなものとする。

ＩＣＴＩＣＴ＊１＊１環境の充実環境の充実
多目的スペースの一画にコンピュータが利用できる

ブースを設けたり、授業の際にノート型のコンピュータを

設置できるようにすることで、教室の近くで調べ学習等を

行うことができる。

p.21「7.ＩＣＴで学習活動が広がる」参照

各空間での音のコントロール各空間での音のコントロール
普通教室および少人数指導のためのスペースでは、

静かな学習環境も確保できるよう、周囲との区画の方法

や天井、床等の材質について音の伝わり方に配慮する。

写真２－１ 低学年用の多目的スペース
（福岡市立博多小学校）

写真２－３ 中・高学年用の多目的スペース
（埼玉県戸田市立芦原小学校）

写真２－２ 教材・家具が充実した多目的スペース
（愛知県東浦町立卯ノ里小学校）

■効果的に利用するための注意点

・ユニットを利用して実施したい学習形態について、計画

段階から関係者間で共通理解を図り、授業の際に同じ

ユニットの先生同士で協力体制をとる。

■補足説明

・一時的に学級数が増加しても学年としてのまとまりを維持

できるよう、普通教室としても使用できるスペースをユニット

内に予め設けておくこと等も考えられる。

p.63「26.長く使い続けられる学校」参照

図２－１ ユニットの構成例（東京都武蔵野市立大野田小学校） 図２－２ 学年段階に応じたユニットの変化例
（広島県府中市立府中小学校・府中中学校）

低学年用
のユニット

中・高学年用
のユニット

●ティーム・ティーチング●

学習に対する動機づけとなる空間学習に対する動機づけとなる空間
多目的スペースに学習のための多様な教材等を用意し、教科

の進行に対応した掲示・展示を行うことにより、子どもたちに学習

内容に対する興味を抱かせるなど、学習に対する動機づけをする

空間となる。

Team Teaching：複数の教師が指導

計画の作成、授業の実施、教育評価な

どに協力してあたること。

子どもたちの憩いの子どもたちの憩いの
空間づくり空間づくり

多目的スペースの一画にベンチやソファを置く

ことなどにより、子どもたちが自然と集まり、憩

える空間を設けることができる。そこでの幅広い

交流が、社会性や豊かな人間性の育成につな

がると考えられる。

注３

普通教室 普通教室 普通教室

少人数指導による
学習のための
スペース

教師コーナー

多目的スペース多目的スペース

少人数指導
による学習の
ためのスペース

出典：三省堂刊「大辞林」



学年室

普通教室学習室 普通教室 普通教室

普通教室から
アクセスしやすい
閉じられた小空間

可動間仕切り
により閉じることが
できる教室

■効果的に利用するための注意点

・使用予約や整理整頓のルールをつくり、必要なときに

良好な状態で使えるようにしておく。

３．３．すぐに集まったりすぐに集まったり
分かれ分かれたりたり

■期待される効果

必要なとき、すぐに、少人数必要なとき、すぐに、少人数
指導を実現指導を実現

教室での一斉授業の形態から、習熟度に応じた学習、

グループ学習などにすぐに切り替えることができる。

加えて、少人数がまとまりをもって体験的な学習をする

ことができる。

○少人数指導などのための小空間を、普通教室などの近くに設け

るもの。

○授業の中で、個別又は少人数での学習が必要となったときに、

他の学習集団と完全に切り離さずに、かつ、少人数でのまとま

りをもって、学習することができる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

普通教室普通教室からのからの利用しやすさ利用しやすさ
少人数指導等に利用できる小空間を普通教室に隣接

させたり、すぐに足を伸ばせる間近な場所に配置したり

することにより、授業の中でも活用しやすくなる。

居場所にできる空間居場所にできる空間
・子どもたちがその時々の状態に応じて居場所にできる、

デンのような空間とすることも考えられる。

写真３－５ 多目的スペースのコーナー
（埼玉県戸田市立芦原小学校）

写真３－４多目的スペース内にある小空間
（神奈川県川崎市立はるひ野小中学校）

～少人数指導などのための小空間を身近に作る～

写真３－１ 普通教室とは異なる雰囲気の小空間
（東京都武蔵野市立大野田小学校）

■補足説明

・特別の支援を必要とする子どもがいる場合には、学習への

取組に集中しやすく、また落ち着きを取り戻すための場所にも

なる、専用のスペースを設けることも検討する。

・このアイディアで期待される効果を既存校で得るためのものと

しては、中学校において、余裕教室を区切り半分ずつ使って

外国語の授業の少人数指導を行っている例がある。

写真３－３ 特別の支援を必要とする
子どものための専用スペース
（長崎県佐世保市立清水小学校）

図３－１ 少人数指導のための小空間と普通教室との位置関係
（東京都武蔵野市立大野田小学校）

写真３－６ 普通教室と連続した小空間
（東京都武蔵野市立大野田小学校）

写真３－２ 廊下に面したデン
（福井県鯖江市立中河小学校）

音のコントロール音のコントロール
・周囲と音を仕切ることが可能な空間を、多目的スペース

の内部などに計画しておくと、使い勝手が良い。

親密さを感じられるつくり親密さを感じられるつくり
・広さに見合った低めの天井高さにしたり、ベンチ、窓・開

口部を設けたり、木材を利用しあたたかみのある空間に

したりすることで、普通教室の環境とは異なる雰囲気を

持たせることも考えられる。

特別特別のの支援支援を必要とする子どもを必要とする子ども
たちたちのためのスペースにものためのスペースにも活用活用

教室の近くに音を仕切ることのできる空間があることで、

普通学級に在籍している特別な支援を必要とする子どもが

落ち着きを取り戻す空間としても活用することができる。

（撮影：日暮写真事務所 日暮 雄一）



４．４．教科学習の教科学習の
魅力を高める魅力を高める

■効果的に利用するための注意点
・教科の意義を伝え、学ぶ意欲を高めるため、教科の特色や

単元の目標、生徒の学習成果物の掲示や展示により、常に

新鮮な環境づくりに努める。

・ホームベースの環境づくりを生徒自身の手で行えるように

すると、クラスのまとまりが高められる。

・教科センターに先生の居場所を設け、中央の職員室との使

い分けを明確にすることで、先生同士の協力体制や生徒と

のコミュニケーションが高められる。

■期待される効果

教科指導教科指導のの充実と充実と
主体的な学習態度の育成主体的な学習態度の育成

教科ごとに必要な設備・環境を備えた教室を設けたり、

教科の特徴や学習のねらいに応じて教材・教具・作品等を

用意したりすることができ、教科指導の工夫の幅を広げ、

課題を見出し解決する力の育成を図ることができる。

○教科教室型の運営方式のもと、教科教室、教科メディアスペース、

小空間、教科の先生の居場所や教材室等からなる「教科センター」

をつくり、あわせてクラスの場としてホームベース等を設けるもの。

○教科担任制の中学校において、教科関連の教材や学習成果物等によ

り学習環境を整え、教科指導の充実を図るとともに、教科の意味を

実感しながら主体的に学習に取り組む姿勢を育てることができる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

教科センターとしてのまとまり教科センターとしてのまとまり
必要数の教科教室と教科のメディアスペースとなる多目的

スペースを組み合わせ、小空間や先生の作業スペース、教

材室等を一体感のある形でまとめる。

居場所となるホームベース居場所となるホームベース
クラスへの帰属感を高め、自由時間の居場所や持ち物の

保管、情報伝達等を図る場として、ホームベースやロッカー

スペースを立ち寄りやすい場所に設ける。

変化のある移動空間変化のある移動空間
教室移動に対して、廊下・階段は余裕のある広さを確保す

るとともに、空間に変化を持たせることにより発見や交流が

生まれるようにする。

■補足説明

学校の規模や教育指導方針等により、教科センターの構成方法

には様々なタイプが想定される。例えば、小規模校では教科を組

み合わせて教科センターをつくることが考えられる。また、ホーム

ベースの広さは当該学校のホームルーム活動の方式に即して決

めることとなる。

写真４－３ 社会科教室
（北海道豊富町立豊富中学校）

写真４－５ ホームベース
（茨城県大洗町立南中学校）

写真４－４ 数学科教室のグラフ黒板
（青森県南部町立名川中学校）

教科教室

教科メディアスペース

生活環境等の向上生活環境等の向上
クラスの拠点となるホームベースや、校内各所に生徒の

居場所となるスペースを設けることなどにより、学校全体

が生活、交流、自学のスペースとなる。

図４－１ 社会および外国語の教科センター（青森県南部町立名川中学校）

～使いやすい教科教室型プラン～

写真４－１ 外国語メディアスペース
（青森県南部町立名川中学校）

写真４－２ 数学科メディアスペース
（青森県南部町立名川中学校）



５．ゆとりあるスペースで５．ゆとりあるスペースで
多様な体験やものづくり多様な体験やものづくり

■効果的に利用するための注意点

・各教科の時間数や活動内容を踏まえて、兼用の可能

性や教室の内容、構成等について関係教科で検討し、

共通理解を図っておくことで、円滑な施設運営ができる。

■期待される効果

より質の高い特別教室より質の高い特別教室
使用頻度の低い特別教室を減らすことで、設置する各特別

教室に十分な面積を確保でき、教材等の整った環境で多様な

活動形態を安全に展開できる。

～多目的に活用できる特別教室～

○実験、実習、創作等、子どもたち自身の作業をともなう活動に対

して、特別教室を教科別でなく汎用性を備えた内容・構成とし、

また連続性をもたせて配置することで相互利用を可能にするもの。

○各教室の利用率が上がり学校全体の活気が高まる。また、設ける

教室に十分な面積を確保し教室の雰囲気を高めることにより、体

験的な学習や創作活動に主体的に取り組めるようになる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

汎用性を持たせる工夫汎用性を持たせる工夫
作業台等の家具、床仕上げ、防音性、設備等、活動

ごとに必要な性能や条件をもとに、特別教室の内容や

性格を再構成し、連続性をもたせて配置する。

■補足説明

・授業時間数をもとに必要教室数を算定する。

利用率が低い教室については特に有効である。

・活動スペースを兼用できるようにする一方、教科

ごとの教材・教具、作品等の準備・保管スペース

を十分に確保する。

・兼用を図る場合には、安全、衛生、汚れや塵埃等

の影響について留意し、運用上の工夫とあわせて

組み合わせ方を検討する。

学校全体の活気を高める学校全体の活気を高める
小規模校等において利用率の低い教室が多いと学校全体

の活気が低下し、死角となるおそれがあるのに対し、にぎわい

のある安全な学校になる。

連続的・一体的な配置連続的・一体的な配置
教科ごとに特別教室を設ける場合でも、共通の

スペースを設け、活動の内容に応じて一体的な利

用ができるように配置や間仕切りを計画する。

写真５－１ 調理・被服教室（千葉市立打瀬中学校）

図５－１ 創造活動のためのスペースをまとめて配置
（青森県南部町立名川中学校）

写真５－２ 講義等のためのスペースから作業スペースを見る

講義等のためのスペース
（美術教室）

作業のためのスペース
（技術教室）

創造活動において、主に
講義等の際に使用するスペース

創造活動において、主に
作業の際に使用するスペース



６．いつでも本が６．いつでも本が
手に取れる手に取れる

■効果的に利用するための注意点

・静かに本を読むだけでなく、図書室内のコーナー等を利用し、

読み聞かせや発表などの活動を行っていくことも考えられる。

・図書室の規模や内容については、図書購入費等の財政支援

及びそれを踏まえた蔵書数等と併せて検討する必要がある。

・図書や視聴覚教材などの図書資料を整備充実させる。

・図書室の機能の充実を図るため、ボランティアの協力を得る

ことも含め、管理、運営方法について検討を行う。

○図書室を、どの教室からも利用しやすい学校の中心に魅力的な

空間として計画し、より一層の活用を図るもの。

○各教科における調べ学習での活用や子どもたちの自主的・自発

的な学習を促すことができ、教育効果の向上が期待できる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

日常的な利用日常的な利用しやすさに配慮しやすさに配慮
・図書室を普通教室や特別教室などから足を伸ばし

やすい位置に配置する。特別教室としては、例えば

理科教室と連続した計画とすることで、調べ学習へ

の利用が容易になる。

・子どもたちが学習教材をより身近に利用できるように

するためには、校内に一箇所、大きな図書室を設置

する計画の他に、複数の図書コーナーを校内に分散

させる計画もある。

・各教室からの距離に配慮するだけでなく、例えば壁を

少なくして開放的にすることにより、図書室をより身近

な場所に感じさせる。

滞在したくなる魅力的な滞在したくなる魅力的な空間に空間に
・子どもたちの気軽な利用や日常的な滞在を促すように

べンチ等の家具などを配置し、快適性を高める。

・コンピュータを置くことも、子どもたちを引きつける効果がある。

・様々な過ごし方ができるよう、本棚等により囲まれた場所、

周囲と音を遮れる小空間、畳やカーペット敷きの座れる

スペース等、図書室の中に多様なコーナーを計画する。

・例えば天井の高い複層分の吹き抜けとすることにより、

教室とは違う過ごし方ができる印象的な空間となる。

■補足説明

・学校の中心がどの位置かは、学校ごとに検討する必要が

ある。例えば大規模校では、子どもたちの意識を図書室に

近づけるよう、昇降口に近接した場所に計画することも

考えられる。また、通りに面した位置に配置すれば、図書

室が地域にとっても身近なものとなる。

・休日にも子どもが利用できることとすることも含め、地域

の人たちへの開放の検討も考えられる。

p.69「29.学校をまちづくりの拠点に」参照

写真６－１ 楽しく本を読んだり探したりしている様子（富山市立芝園小中学校）

～図書室を中心とした学習環境づくり～

写真６－２ コーナーがある図書室
（福井県越前市立白山小学校）

写真６－３ 子どもたちが自主的に調べ学習をしている
様子（広島県府中市立府中小学校・府中中学校）

教室と違った過ごし方が教室と違った過ごし方が
できる空間できる空間

・教室以外の、子どもたちが落ち着ける居場所となりうる。

・また、校内すべての子どもたちの利用しやすい位置とする

ことで、学級や学年を越えた交流が生まれる。

■期待される効果

調べ学習などに積極的に活用調べ学習などに積極的に活用
普通教室や特別教室での授業の際に、個人やグループ

単位での調べ学習に活用できる。

また、これらを通じて図書室が身近になることで、子ども

たちの自発的な学習や読書活動を促す。

図６－１ 多目的スペースの一角にある図書コーナー

（撮影：淺川 敏）

（撮影：日暮写真事務所 日暮 雄一）



７．ＩＣＴで７．ＩＣＴで
学習活動が広がる学習活動が広がる

■効果的に利用するための注意点

・モバイルＰＣや備品の紛失を避けるため、保管場所を含めた

使用上のルールをつくり、先生や子どもたちに対し徹底する。

・コンピュータの使用機会が増えることを踏まえ、使用時間の

制限や十分な照度の確保など、健康面に配慮する。

■期待される効果

すぐに調べ学習ができるすぐに調べ学習ができる
身近にＩＣＴ＊１環境を確保することで、コンピュータ教室に

移動することなく、調べる、まとめる、発表するなどの学習

活動が効果的・効率的に行える。

遠隔地との交流学習遠隔地との交流学習
ＬＡＮ＊を使った共同学習、他校の子どもたちとのオンライン

での討論や意見発表など、他者と関わりながら行う学習も可

能となる。

○コンピュータ、デジタルテレビ、電子黒板などのＩＣＴ＊１環境

を学校に整備し、必要な場所で必要な時に十分に活用できるよう

にするもの。

○各教科の授業の中での調べ学習や、観察・実験のまとめなどに、

積極的に活用して、学習効果を高めることができる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

校内校内どこでも利用どこでも利用
・コンピュータ教室だけではなく、理科教室や家庭教室での

実物投影機の利用や体育の授業での画像の活用等、

学習内容に応じてICT＊１環境を整備する。

・収納ラックを用いることで、モバイルＰＣの移動が容易に

なり、また学級間での共有をしやすくなる。

・無線ＬＡＮを用いることで、机まわりでの配線の必要がなく

なり、教室内のどこでもＩＣＴ環境を活用できる。

モバイルモバイルＰＣのＰＣの保管に配慮保管に配慮
モバイルＰＣの保管場所については、移動に便利なワゴン

式のもの，未使用時に収納したまま充電できる機能のもの

などがある。

■補足説明

・図書室と関連づけて、学校の学習・メディアセンターとして

計画することも考えられる。

・コンピュータ教室は、校内全体のＩＣＴ＊１環境と一体的に計画する

ことで、センター的機能を高めることができる。

・調べ学習と連続して、まとめ作業や発表などの活動ができる

よう、多目的スペース等と関連付けて計画する。

写真７－５ 充電機能付きモバイルＰＣ用ワゴン
（甲南高等学校・中学校）

写真７－１ 学習・メディアセンターでのＩＣＴを活用した学習の様子
（広島県府中市立府中小学校・府中中学校）

～ＩＣＴ環境を整備し、十分に活用する～

写真７－３ 電子黒板を活用した授業の様子
（千葉県船橋市立三山東小学校）

（出典：事務局）

写真７－２ コンピュータが置かれた教科メディアスペース
（カリタス女子中学高等学校）

写真７－４ コンピュータが置かれた多目的スペースの
コーナー（新潟県聖籠町立聖籠中学校）

（撮影：日暮写真事務所 日暮 雄一）



８．ここに行けば８．ここに行けば
作品が見られる作品が見られる

■効果的に利用するための注意点

・作品や資料の散逸を防ぐよう、自由に立ち入れるエリア

と先生専用のエリアそれぞれの管理方法を考慮する。

・図書室等との役割分担が不明確とならないよう、関係者

間で議論しておく。

・展示する教材や作品は、定期的に入れ替え、新鮮さを

保つことで、子どもの興味関心が維持される。

■期待される効果

教科への主体的な関わり教科への主体的な関わり
各教科の教材を展示し開放することで、子どもたちが、

自身が興味関心をもった分野について自ら調べ、探すなど

の主体的な行動が促される。芸術関係のリソースセンター

では、伝統や芸術文化に関する理解を深めることができる。

○美術教室や理科教室などの特別教室と一体的に、教材や子どもた

ちの作品などを展示する場所であるリソースセンターを子どもた

ちにも開放的に設けるもの。

○子どもたちに、教科の魅力を伝えられる教材や作品を見せること

で、興味関心を引き、自ら学ぶ主体的な行動を促すことができる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

教材や作品を活かした教材や作品を活かした
教科の魅力を伝える空間づくり教科の魅力を伝える空間づくり

子どもたちに教科への興味を誘いかけることができる

よう、教材や子どもたちの作品を、展示方法に工夫しな

がら陳列できるような広さや設えの空間とする。

開放的な空間開放的な空間
リソースセンターの入口について、扉を無くす又は

ガラス面を多用することで、子どもたちが休憩時間に

気軽に立ち入れるようになり、結果として授業の中で

の活用も増加するようになる。

■補足説明

・図書室とリソースセンターを一体的に、学習・メディア

センターとして整備する手法もある。

・リソースセンターにおいても、ICT＊１環境を充実させること

で、電子データも含めた充実したリソースを利用できる。

写真８－３ 作品展示ができる、美術教室前のリソースセンター
（福井県坂井市立丸岡南中学校）

写真８－４ 創作系のリソースセンター
（青森県南部町立名川中学校）

伝統や文化に関する教育の充実伝統や文化に関する教育の充実
伝統や文化に関する教育の充実に向け、蓄積・展示されて

いる他の教科のリソース（芸術や文学、地理、歴史などに関す

る資料を含む）から教材作成等を行うことができる。

～充実し、開放されたリソースセンター～

（出典：WG長澤委員）

理科教室

写真８－１ 学習のための資料が展示された、理科教室と連続する
理科リソースセンター（茨城県大洗町立南中学校）写真８－２ 理科教室側から撮影

特別教室・準備室等との特別教室・準備室等との
位置関係位置関係

・授業で用いる教材等を保管するため、特別教室と

隣接又は近接した場所に配置することで、教材の

準備を行いやすくなる。

・リソースセンターを準備室と連続して配置することで、

教材や作品の入れ替えを行いやすくなる。



９．大９．大階段階段がが劇場劇場にに

■効果的に利用するための注意点

・事前に、階段周囲の教室で行われる授業の内容を確認

しておくことで、音が伝わるという課題に対応しやすくなる。

■期待される効果

一体感・臨場感ある発表の場一体感・臨場感ある発表の場
発表や討論の場としての雰囲気や期待感を高め、各教科

における発表や討論の活動を盛り上げることで表現する力

を育むことができる。

○階段状の空間を、発表や討論などの教育活動に活用できるよう

計画するもの。

○身近にある開放的な空間で、聴衆を前に自分の考えや作品につい

て発表することで、説明し表現する力を育むことができる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

十分な広さ、幅を確保十分な広さ、幅を確保
集まる人数に応じた十分な広さ、幅の階段とする必要が

ある。（このため全体の中での階段の面積比率は高まる。）

充実した表現活動を助ける充実した表現活動を助ける設え設え
表現活動を支援するため、例えば、展示用壁面、移動式

黒板、自然光を調整するカーテンなどの設置が考えられる。

■補足説明

・体育館やランチスペースにおいても、ステージなどを

設けることで、より多くの聴衆を対象とした発表や表現

の場とすることができる。

p.39「15.晴れの舞台を作る」参照

・外を歩く地域の人たちからも、中で何をしているかが分か

るつくりとすることで、地域との連携に資することにもなる。

音のコントロール音のコントロール
広い階段で発表する場合、そこでの音が上下階にも

伝わるため、普通教室等との位置関係への配慮や、

吸音の計画についての工夫が必要となる。

学校全体の中での位置学校全体の中での位置
校舎内での配置を工夫することで、表現の場と学校内

の様々な場所との「見る・見られるの関係」ができる。

子どもたちが憩う場所子どもたちが憩う場所
子どもたちが、腰を下ろして休憩、交流することができる

場となる。

写真９－１ 階段状の空間での活動（福井県坂井市立丸岡南中学校）

～表現の場にもなる多目的なスペース～

（出典：WG長澤委員）

写真９－２ 階段での発表活動
（神奈川県川崎市立はるひ野小中学校）

図９－１ 階段状の空間（福井県坂井市立丸岡南中学校）



１０．外国語に１０．外国語に
もっと親しむもっと親しむ

■効果的に利用するための注意点

・音が発生することが多いので、カリキュラム作成時

にも隣接する室同士で支障とならないよう配慮する

ことが必要である。

■期待される効果

効果的な外国語学習効果的な外国語学習
英会話、文法、歌や劇など、その内容に最も

相応しい場所で学習することにより、学習効果

を高めることができる。

○外国語の多様な学習内容に合わせて、使いやすく外国語への親しみが

わくような空間を計画するもの。

○普通教室の利用だけでなく、外国語活動のための空間として独立した

教室（外国語教室）を計画したり、あるいは音楽教室や視聴覚教室、

多目的スペース等も活用することにより、効果的な学習が可能となる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

施設利用計画の検討施設利用計画の検討
・会話ならば外国語教室や視聴覚教室、歌や劇ならば音楽

教室（防音性能が必要な場合）や体育館（広い空間が必要

な場合）、調べ学習ならば図書室など、学習内容に合った

利用方法を検討して、関係各教室等の外国語教育支援機

能を計画する。

会話や歌のための空間における会話や歌のための空間における
配慮配慮

・静寂を必要とする室の隣で歌を歌ったり会話をしたり

するなど、隣接する空間同士で支障となることのないよう、

空間の配置や遮音性に配慮する。

楽しい雰囲気の空間づくり楽しい雰囲気の空間づくり
・外国語への親しみがわくような楽しい雰囲気となるよう、

教材を飾り付けたり、掲示を充実させたりするなど、空

間の設えに工夫を凝らす。

■補足説明

・外国語教室として計画するほか、視聴覚教室等を、語学の

学習に利用する多彩な教材・教具を備えた拠点スペースと

して整備することも考えられる。

・ＣＡＬＬ＊４教室のような、コンピュータを利用して外国語学習

ができる空間を整備することも考えられる。

・「有名な歴史的人物とその一言」や「海外の映画コーナー」

「最新音楽ヒットチャート」「海外スポーツの試合結果」など、

子どもたちの興味を惹きつけるコーナーを校内さまざまな

場所に設けられるようにすることも考えられる。

・外国語教室などに外国語の先生やＡＬＴ＊５の拠点を設け、「そ

こに行けば外国語で会話できる」というような工夫も考えられる。

外国語への親近感が醸成される外国語への親近感が醸成される
学習内容に合った空間で外国語学習を展開すること

により、外国語への親しみがわき、外国語で表現したり

それが伝わることに対するよろこびを感じることができる。

写真１０－２ 外国語メディアスペースでの学習
（茨城県大洗町立南中学校）

写真１０－３ 外国語教室での学習（茨城県大洗町立南中学校）

写真１０－５ 外国語メディアスペースでの
コミュニケーション授業（港区立六本木中学校）

写真１０－４ 外国語メディアスペースの掲示
（千葉県南房総市立丸山中学校）

～普通教室や外国語教室などいろいろな場所で外国語教育を～

写真１０－１ 外国語教室での授業（富山市立中央小学校）

●ＣＡＬＬ●

●ＡＬＴ●

Computer-Assisted 

Language Learning：

コンピューターを利用した語学

学習。テキスト・音声・画像を

組み合わせた教材を利用し、学

習者のレベル・ペースに合わせ

た学習が可能。

Assistant Language 

Teacher：外国語指導助手。

日本人の教員を補佐し、主に会

話の指導にあたる外国人補助教

員。

注４

注５

出典：三省堂刊「大辞林」

出典：三省堂刊「大辞林」
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１１．子どもたちを１１．子どもたちを
気持ちよく迎え入れる気持ちよく迎え入れる

○昇降口、玄関周り、アプローチ空間などの、登校する子どもや先

生を迎え入れる空間について、緑化したり待ち合わせのスペース

を計画したりするなど、明るく気持ちのよい空間とするもの。

○学校に関する情報発信の場、先生と子ども、また子ども同士の出

会いや交流の場となり、学校生活へ気持ちを切り替える助けとな

る。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■期待される効果

学校に受け入れられている学校に受け入れられている
という安心感という安心感

登校時、最初に訪れる昇降口や玄関が親しみやすい

ものであったり、そこで様々な情報を得られたりすること

で、学校生活への気持ちの切り替えがスムースに行える。

先生や子ども同士の先生や子ども同士の
コミュニケーションコミュニケーション

・待ち合わせスペース等に子どもたちが自然に集まること

で、出会いや交流が生まれる場となる。

・先生も積極的に立ち寄り子どもたちと会話することで、

授業中や職員室とは異なる交流を通して子どもたちの

思いを知ることができる。

■計画のポイント

昇降口昇降口
・スムースに靴の履き替えができる空間、学校の情報が

発信され、その日の学校の雰囲気を感じ取れるような

掲示スペース等を備えた空間とすることなどが考えられる。

アプローチ空間アプローチ空間
・前庭を設ける、アトリウム空間とするなど、学校へ行く

気持ちが高まるような、特別な場所とする工夫を施した

空間とすることが考えられる。

気軽に滞在できるスペース気軽に滞在できるスペース
・空間にゆとりがある場合、校門から昇降口までの屋外空

間にベンチなどを設けたり、昇降口まわりに待合スペース

を計画するなど、気軽に滞在できるスペースを併せて計画

する。

・仕上げや設えに工夫を凝らし、また、積極的に緑化するなど

より滞在を誘発する空間とする。

■補足説明

・昇降口や玄関は、滑りにくい床面仕上げとしたり段差を設け

ない等、バリアフリーに配慮する。

・エレベーターは、障害のある子どもたちが利用しやすいよう

に主要な経路に隣接して配置し、昇降口や玄関から分かり

やすく表示する。

■効果的に利用するための注意点

・特に屋外では家具の劣化に留意する。単に家具を置く

だけでは、有効に活用されない恐れがあるので、良好

な雰囲気を醸成するため、こまめな手入れを心がける。

写真１１－３ 木の上足・下足入れ（茨城県大洗町立南学校）

写真１１－１ 中庭から各昇降口へ（神奈川県川崎市立はるひ野小中学校）

写真１１－２ 展示スペースのある昇降口
（群馬県高崎市立桜山小学校）

写真１１－４ 校門前にあるパブリックアート
（東京都武蔵野市立大野田小学校）

～元気に１日を過ごすための昇降口やアプローチ空間の工夫～



■計画のポイント

居心地の良さを創出居心地の良さを創出
・椅子やベンチ、必要に応じ畳やカーペットを活用

し、ただの廊下ではない安心感のある空間とする。

立ち寄りたくなる手がかり立ち寄りたくなる手がかり
・気楽に読める本や学校行事の写真アルバム、子ど

もの図画工作の作品等を置いたコーナーを設ける

ことも考えられる。

p.19「6.いつでも本が手に取れる」参照

p.41「16.自分たちの作品が学校を飾る」参照

安全性やバリアフリーに配慮安全性やバリアフリーに配慮
・廊下にコーナー等を設ける際には、通行の妨げとな

る恐れがあるため、通行部分との取り合いや動線計

画に留意し、安全性の確保に努める。

・障害のある子どもと障害のない子どもが自然に交流

できるよう、アクセスや滞在のしやすさに配慮する。

１２．学校中が１２．学校中が
出会いの場出会いの場

■効果的に利用するための注意点

・例えば、読書コーナーに置く本の選び方を工夫する

ことで図書室に足を向けてもらうなど、他の活動の

きっかけとすることも可能である。

・使用にあたっては、歩行者との衝突などの安全面に

十分配慮する。

○廊下に面してベンチや畳コーナーを設えたり、作品や本などの立ち

寄りたくなる手がかりを用意したりすることにより、交流のきっか

けとなる場所をつくるもの。

○異なる学級や学年の子どもと接する機会が増え、社会性を身につけ

るきっかけとなる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■補足説明

・無理のない範囲で経費をかけるだけでも、コミュ

ニケーションの場として有効に廊下を活用でき、

大きな効果が得られる。

・広い廊下であれば、囲われ感のある小空間を設け

ることなども考えられる。

図１２－１ 畳の読書コーナー

写真１２－２ 普通教室をつなぐ廊下にある小空間（千葉市立美浜打瀬小学校）

～コミュニケーションの場としての廊下～

■期待される効果

共通の話題をきっかけ共通の話題をきっかけ
とするコミュニケーションとするコミュニケーション
・例えば、廊下の読書スペースで読んでいる本や眺

めている写真等をきっかけとしてコミュニケーシ

ョンが発生し、子どもと先生、異なる学年の子ど

も同士の交流が生まれる。

教室以外の居場所教室以外の居場所
・教室の外にも、子どもたちがゆっくり過ごしたり

落ち着いたりできる居場所ができる。

写真１２－３ ベンチも備えたウェットコーナー
（富山市立芝園小中学校）

写真１２－１ 通路をかねたホールの一角に置かれた遊具（長野県伊那市立伊那東小学校）

（撮影：淺川 敏）



１３．１３．心地よい心地よい
トイレや手洗いトイレや手洗い

■効果的に利用するための注意点

・計画時に清掃方法についても十分検討し、また子ども

たちには、学級活動等を通じて清掃の方法や大切さに

ついて理解を促す工夫をする。

■期待される効果

学校生活が豊かに学校生活が豊かに
水を使うスペースがきれいになることで、学校全体の

印象が良くなる。例えば、トイレがきれいになることで、ト

イレに行くことへの抵抗感が少なくなり、健康につながる。

コミュニケーションのきっかけコミュニケーションのきっかけ
使いやすく明るい雰囲気の手洗いで、自然なコミュニケ

ーションが生まれる。

人を思いやる気持ちを育てる人を思いやる気持ちを育てる
トイレをきれいに使うこととともに、他の人への配慮とい

ったマナーを学び、清掃活動の重要性に気づくことで、公

共精神の涵養につながる。

○トイレ、手洗い、水飲み場を明るくきれいな空間とし、使いやすく、

かつ会話が弾む楽しい場所に転換するもの。

○水まわりスペースをきれいにすることで、学校全体の印象が良くなる。

また、そのきれいな状態を自分たちで維持することを通じて、マナー

や清掃活動の重要性を学ぶことができる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

雰囲気づくりに工夫雰囲気づくりに工夫
・明るく楽しい色・仕上げとすることや、木材を使って

落ち着いた雰囲気とすることなどが考えられる。

・持ち物の置き場所や、作品・花を飾れるようなスペ

ースを用意する。

発達段階等への配慮発達段階等への配慮
・使用する子どもの体格に応じて、手洗いの高さや便器

のサイズなどを検討する。

・廊下に面した手洗いや流しは、通行の妨げとならない

ように配慮する。そのため、コーナーとして確保する

ことも考えられる。

・手洗いや流し、水飲み場を、多学年の子どもたち

の使用が考えられる場所に設置するときは、身長差に

対応できるよう異なる高さのものを組み合わせる。

・車椅子使用者用便所を設けるなど、特別の支援を必要

とする子どもの利用に配慮する。

いつもきれいにしておくためにいつもきれいにしておくために
・ドライ方式の床を導入し、履き替えなしで利用できる

ようにする。

・清掃道具を備え、サッと汚れを拭き取れるようにする。

■補足説明

・特に低学年は、ゆとりある広さを確保するとともに便器

を多く設置する。また、教室とトイレとの距離を短くする

必要がある。

・特別支援学級関係室や保健室等には近接した位置や

その内部に設置できるよう配慮する。

写真１３－２ 明るく楽しい色使いのトイレ・手洗い
（神奈川県横須賀市立大塚台小学校）

写真１３－１ 自立型の手洗い（神奈川県川崎市立はるひ野小中学校）

写真１３－３ 特別の支援を必要とする子ども等の利用に
配慮したトイレ（富山県滑川市立西部小学校）

～きれいで明るい水まわりスペース～

写真１３－４ 水飲み場の設けられた流し
（広島県府中市立府中小学校・府中中学校）

写真１３－５ 手洗い（富山県滑川市立西部小学校）



１４．先生がもっと身近に１４．先生がもっと身近に

■効果的に利用するための注意点

・職員室以外に分散した教師コーナーも設ける場合

は、業務分担や滞在時間の設定などについて、

あらかじめ先生同士で調整しておくことで、スムース

な学校運営が可能となる。

■期待される効果

開放的な雰囲気から生まれる開放的な雰囲気から生まれる
信頼関係信頼関係

・職員室を「開く」ことで、子どもたちや保護者などが職員室

を訪ねやすくなる。

・カウンターや相談コーナーを設けることにより、子どもたち

や来訪者への対応が行いやすくなる。

○職員室を、先生にとって働きやすくリフレッシュできるものとする

ことに加え、カウンターや相談コーナーを設置するなどして、子ど

もや来訪者を迎え入れる開放的な雰囲気のある空間とするもの。

○先生の姿が身近に感じられ、子どもたちや保護者との信頼関係構築

につながる。また、先生の休憩のためのラウンジ等のスペースでは、

先生同士の交流や情報交換ができる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

「見せる部分」「交流エリア」の設定「見せる部分」「交流エリア」の設定
・職員室の手前等に設けるカウンターや相談コーナーのエリアと、

機能の充実した執務用のエリアを明確に分けることにより、迎え

入れる雰囲気をつくりつつ、執務しやすい環境とする。その際、

先生たちのリフレッシュや交流のためのラウンジ等も充実させる

よう配慮する。

配置計画での配慮配置計画での配慮
・子どもたちや来訪者からの、場所の把握のしやすさなどに配慮

し、各教室、校門・昇降口との位置関係を適切に設定する。

■補足説明

・一つの大空間としての職員室だけではなく、学年ごとあるいは

教科ごとに分散した教師コーナーを設けることも考えられる。

その際には、子どもたちが気軽に相談できるよう、普通教室等

の学習関係諸室から近く、かつ見通せる位置に配置する。

～機能的かつ開放的な職員室～

写真１４－３ 相談コーナーでの先生と子どもたちとの交流
（カリタス女子中学高等学校）

写真１４－２ 普通教室の近くの教師コーナーの例
（福井県坂井市立丸岡南中学校）

執務機能の向上執務機能の向上
・ＩＣＴ＊１環境や十分な収納スペースを整えることで、先生の

机まわりの開放感が得られるとともに、執務のための機能

が高まる。

・ラウンジ等、先生たちが休憩できる空間等も充実させること

で、先生たちがリフレッシュでき、先生同士の交流や情報

交換が生まれる。

写真１４－４ 先生が集まるラウンジ
（千葉市立美浜打瀬小学校）

図１４－１ 職員室の執務環境構成（青森県南部町立名川中学校）

先生用の
ラウンジ

相談
スペース

カウンター

図１４－２ 相談コーナーで保護者に対応する先生
写真１４－１ 教師コーナーでの先生と子どもたちとの交流（福岡市立博多小学校）

校長室

教職員用玄関

保健室

校務センター

休憩室

昇降口

生徒玄関

相談室

相談室

事務室

会議室



写真１５－２ 図書室横のスペースにあるステージ
（神奈川県横須賀市立大塚台小学校）

１５．晴れの舞台を作る１５．晴れの舞台を作る

■効果的に利用するための注意点

・音楽以外にも、演劇など様々な活動の発表や鑑賞の場

として活用できる。

■期待される効果

音楽への親しみ音楽への親しみ
・大勢の前で演奏や発表をしたり、他の子どもの演奏や発表を

聞いたりする機会を増やすことで、音楽と生活との関わりに

関心を持ち、音楽文化に親しむ態度を育むことができる。

○音楽教室について、他の教室との連携利用を考慮した配置や設え

とするもの。

○音楽の授業時間だけでなく、休憩時間や放課後などにも、楽器運

搬などの大きな手間を掛けることなく、気軽に演奏会や発表会を

行うことができ、音楽への親しみが増す。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

ランチスペースやホール等とのランチスペースやホール等との
位置関係位置関係

・音楽教室とランチスペースやホールとを隣接させ、可動

間仕切りや大型扉で区画しておくことで、例えば発表会

の際には簡単に取り外せ、広く一体的に利用できる。

・屋外でも音楽活動の発表が行えるよう、屋外にステージ

を設け、そこに音楽教室を連続させて配置することも考え

られる。

音の対策音の対策
・音楽教室及びそれと一体的に利用するランチスペースや

ホールについては、音響効果を考慮して設計する。

・防音性を確保した計画とすることで、周辺の教室におけ

る授業等への音の影響を小さくすることができる。

■補足説明

・体育館についても、多目的な利用を考慮し、ステージや

控え室を充実させることで、より多くの聴衆を前にした

演奏会や発表会を実施できる。

・ランチスペースや図書室などについても、簡単なステージ

を設けておくことで、小規模な演奏会などが行いやすくなる。

図１５－１ 音楽教室とランチスペースまたはホールを一体的に
利用し演奏会等を行っている様子

写真１５－１ 音楽教室と連続したランチスペースでのコンサートの様子（富山県砺波市立出町小学校） 写真１５－３ 音楽教室に連続した屋外のステージ（茨城県大洗町立南中学校）

～音楽の楽しみを満喫できる場所～

・昼食時間などを、音楽によってより楽しく豊かなものとする

ことができる。



■補足説明

・美術教室と一体的に、子どもたちの作品の展示スペースを

計画することも考えられる。

・普通教室の内部あるいは近接した場所にも、掲示スペース

を計画しておくことで、日々の作品の展示をしやすくすること

ができる。

・子どもの作品に加えて、地域図書館等が貸し出す絵画など

を飾ることも考えられる。

１６．自分たちの作品が１６．自分たちの作品が
学校を飾る学校を飾る

■効果的に利用するための注意点

・展示スペースでは、作品の前に簡単な柵を設けることや

ショーケースを置くことで、誤ってぶつかったりすることを

防ぐことができる。

○普段よく通ったり集まったりする廊下やホール等を、子どもたちの作

品などの展示スペースとして使えるように棚を設けたり、壁の材質を

工夫したりするもの。

○立ち寄りやすく、皆が見られる場所に作品を展示できることから、創

造活動への関心を高め、作品を通じた交流を生み出すことができる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

展示スペースの配置展示スペースの配置
外部からの見通しの良い、あるいは玄関近くの廊下やホー

ルの一画を展示スペースとすることで、校内だけでなく地域

の人たちも子どもたちの作品を見ることができるようになる。

■期待される効果

創造活動の励み創造活動の励み
立ち寄りやすい場所に自分の作品が展示されることで、

造形的な創造活動への励みが生まれ、美術に関する能力

の育成に資することができる。

美術文化への関心の高まり美術文化への関心の高まり
優れた芸術作品（寄贈された作品など）を日々身近に

鑑賞できるように展示することで、美術文化への関心を

高め、生涯にわたり主体的にかかわっていく態度を育む

ことができる。

作品を通じた子どもと地域の交流作品を通じた子どもと地域の交流
地域の人たちなどの作品を展示することで、その鑑賞を

通じて子どもたちの郷土の伝統や文化への関心が高まる。

写真１６－１ 中庭に面した展示棚（同志社小学校）

写真１６－２ ホールに展示スペースを
（神奈川県川崎市立はるひ野小中学校）

写真１６－４ 階段の展示スペース
（長野県伊那市立伊那東小学校）

～自分たちの「芸術作品」の展示スペース～

写真１６－３ 廊下を展示スペースに
（日本女子大学附属豊明小学校）



１７．校内どこでも１７．校内どこでも
気軽に体力づくり気軽に体力づくり

■効果的に利用するための注意点

・教室に近い場所で行う運動の場合には、子どもたちと先生

で話し合いを行い、ルールづくりをしておくことでスムースな

活用ができる。

■期待される効果

グラウンド、体育館以外でもグラウンド、体育館以外でも
日常的に体を動かせる日常的に体を動かせる

グラウンドや体育館だけでなく、身近な場所でも、

ストレッチなど運動ができる。子どもたちの運動意欲

を満たし、エネルギーを発散できるスペースともなる。

○場所を選ばず気軽に運動ができるよう、校内の一角や中庭など子ど

もたちが休憩時間などに滞在する場所に鉄棒や登り棒などを用意で

きるようにするもの。

○グラウンドや体育館だけでなく、子どもたちの身近な場所において

も体を動かすきっかけを与え、子どもたちの体力づくりを促進する。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

身近に運動できる場所身近に運動できる場所
普通教室の近くに、上履きで出られるデッキスペースや

運動できるコーナーなどを設ける。

半屋外空間半屋外空間
悪天候時にも利用でき、周囲を邪魔することなく体を

動かすことの出来る半屋外空間を計画することも考えら

れる。

安全性を確保安全性を確保
転倒や衝突などの事故防止に留意する。

■補足説明

・運動専用の器具だけではなく、ベンチや床・壁のサイン

など、安全性を確保した上で、体を動かしたくなる工夫

をすることも考えられる。

写真１７－３ 多目的スペースの一角にある
鉄棒コーナー（富山県南砺市立福光東部小学校）

～運動のきっかけとなるしかけを身近につくる～

写真１７－１ 掲揚台オブジェで遊ぶ子どもたち（福岡市立博多小学校）

写真１７－２ 前庭にあるアスレチック（福井県鯖江市立中河小学校）



写真１８－３ 雨天・積雪時の半屋外運動スペース「ビッグルーフ」
（新潟県長岡市立東中学校）
：災害時における救援物資の荷捌きスペースとしても想定。

１８．思いきり運動できる１８．思いきり運動できる
スペーススペース

■効果的に利用するための注意点

・通風や外光を取り入れて、快適に運動できるようにするととも

に、必要に応じ暗転できるようにする。

■期待される効果

運動に集中できる運動に集中できる
・コートまわりに見学する子ども等のための十分なスペース

を確保したり、壁への衝突防止策を行ったりすることで、

子どもが思いきり運動できるようにする。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■補足説明

・運動するスペースの面積を最大限確保するために、ステージ

を可動式のものとすることも考えられる。

■計画のポイント

運動に必要な面積や高さを確保運動に必要な面積や高さを確保
・運動に十分な面積や高さを確保する。また、必要に応じ、

安全性に十分配慮した上で、先生の目の届く位置に見学

する子ども等のためのスペースを確保したり、その場所を

ランニングコースとしたりする工夫も考えられる。

全天候型の運動スペースを確保全天候型の運動スペースを確保
・天候に左右されず運動ができるよう、ピロティ等の半屋外

運動スペースなどを確保する。

写真１８－４ 可動ステージを持つ体育館（栃木県鹿沼市立西中学校）

○体育館において、運動に十分な面積や高さを確保するとともに、必

要に応じ、コートまわりに見学する子どもや球技等で順番待ちをす

るチームの子ども等のための空間を計画したり、気候条件にかかわ

らず運動が行えるスペースを、ピロティなどを利用して低コストで

計画したりするもの。

○天候に左右されず、思いきり運動をすることができる。

～創意工夫で運動スペースを確保～

写真１８－２ 見学者等のための空間（ギャラリー）を持つ体育館
（福井県坂井市立丸岡南中学校）

いつでも運動できるいつでも運動できる
・全天候型の運動スペースを確保することで、天候に左右され

ずに体育の授業や運動ができるようにする。

写真１８－１ 体育館（新潟県長岡市立東中学校）

ギャラリー兼ランニングコース
図１８－１ 運動スペース（新潟県長岡市立東中学校）

体育館

武道場

外部スポーツ広場

ランニングコース

１階

２階

中庭

半屋外運動スペース
（ビッグルーフ）



１９．調理する・食べるが１９．調理する・食べるが
ワンフロアでワンフロアで

■効果的に利用するための注意点

・栄養教諭・学校栄養職員、学校給食調理員、農家等

の話を聴く機会を設け、様々な場面で子どもたちの

食に関する理解を深めるようにする。

○「調理する」、「食べる」の一連の流れが体験できるよう家庭科調
理室、ランチスペースを一体的に整備するもの。

○学校菜園での活動も含め、体験を通して、食物についての知識や食

物を選ぶ力，食べ方，調理法などが習得できるとともに、食事を大

切にする意識の高まりなど食育の充実を図ることができる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

調理する場と食べる場の調理する場と食べる場の
連続的な配置連続的な配置

・食に関する一連の流れが体験できるよう、家庭科

調理室、ランチスペース等の空間を連続的に配置

する。

・また、給食調理室の様子が子どもたちに見える

ようにする。

■補足説明

・食事の雰囲気に合った椅子やテーブル、照明等とし、

あたたかみのある内装を心がける。

・畳の食事スペースを設けることも考えられる。

・給食の献立や食材などについて情報を掲示できる

スペースを設ける。

写真１９－１ ランチスペースでの様子（茨城県大洗町立南中学校）

ランチスペース
調理室

食事にふさわしい雰囲気食事にふさわしい雰囲気
座席数が多い場合、食事にふさわしい雰囲気を

保つためには、適度に空間を分けて計画し、様々

な人数に対応できるようにする。

また、テーブルのレイアウトを工夫することによっ

ても、雰囲気を豊かにすることができる。

配膳まわりの計画配膳まわりの計画
配膳のための動線が交錯したり、配膳が混雑した

りしないように計画する。

写真１９－４ 給食調理室の様子が見える
（新潟県長岡市立阪之上小学校）

写真１９－５ 家庭教室と連続したランチスペース
（福井市立至民中学校）

～食育の充実のための空間～

■期待される効果

食育の充実食育の充実
・食物を選ぶ力、食事作法、調理法、食文化等につい

て、調理実習などの生活体験を通して身につけられる。

・食材の作り手や学校給食調理員の存在を明確に知る

ことにより、食事を大切にする意識が高まる。

コミュニケーションの広がりコミュニケーションの広がり
ランチスペースで学級以外の子どもたちや地域の

人たちと食べる機会を設けることにより、コミュニケー

ションが広がる。

図１９－１ 平面図

写真１９ー２ ランチスペース

写真１９ー３ 家庭科調理室

家庭教室と連続したランチスペース（東京都武蔵野市立大野田小学校）

（撮影：ＳＳ東京）

（撮影：ＳＳ東京）
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２０．学校全体が２０．学校全体が
環境教育の教材環境教育の教材

■期待される効果

地球環境問題の理解地球環境問題の理解
・校舎屋上の太陽光パネルを実際に見学したり、ビオトープ＊７

における自然観察などの体験的な学習を行ったりすることで、

地球環境問題についての理解を深めることができる。

・エコスクールは地域の人たちにとっての学習の場でもあり、

家庭、地域への環境意識の啓発・向上につながる。

○省エネルギーに配慮した施設整備や、新エネルギー＊６の導入、エネル

ギーの消費実態などの「見える化」、自然生態を体感できる場の設置

により、学校全体を環境教育の教材とするもの。

○学校全体を教材として活用し、体験を通じて効果を実感しながら学ぶ

ことができ、地球環境問題への関心を高めるとともに、持続可能な社

会を実現するための行動マナーを身につけることにつながる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

エネルギー使用量の「見える化」エネルギー使用量の「見える化」
・電気の使用量を計測し、リアルタイムに表示するなど、エネ

ルギー使用量を可視化したり、学校全体の電力の需要を監

視したりすることにより、無駄の有無や、自らの省エネル

ギー活動の効果を把握することができる。

■計画のポイント

体感のための工夫体感のための工夫
・太陽光パネルなど新エネルギー設備については、発電量を分

かりやすく表示するモニターを見やすい位置に設置する。

・風力発電や小水力発電など、仕組みが見て分かりやすい新

エネルギー等の設置を積極的に検討する。

・自然生態を体感できる場として、ビオトープや水生植物等の観

察を行うことができる小川、池等の設置を検討する。

・適切な断熱化や自然換気の工夫により、最少限の冷暖房でも

教室内が快適になることが実感できるようにする。

～エコスクールを活用した環境・エネルギー教育の実践～

写真２０－２ ビオトープでの自然観察
（埼玉県戸田市立芦原小学校）

写真２０－４ 外部の専門家による太陽光パネルを利用
した出前授業（神奈川県横須賀市立大矢部小学校）

■補足説明

・エコスクールの整備は、自然換気、自然採光や日照調整、雨

水利用、壁面緑化、内装の木質化、リサイクル建材の利用な

ど、校舎全体に及ぶ。また、学校へ導入可能な新エネルギー

等としては、太陽光パネルの他、太陽熱利用、地中熱利用＊８ 、

風力発電、バイオマス熱利用などがあり、地域特性、気候条件

により適した設備を検討する。

p.53「21.まぶしくない、暑くない教室」参照

p.55「22.風が通るさわやかな教室」参照

p.57「23.木の学校で学ぶ」参照

p.59「24.豊かな緑にかこまれながら」参照

■効果的に利用するための注意点

・エコスクールを構成する要素である太陽光パネル等について

は、授業での活用を前提として、安全で見学しやすいように設

置する。

・環境・エネルギー教育を充実させるためには、外部の専門家

の協力を得ることも考えられる。

黒塗りの自作ペットボトル
のソーラー給湯器でお湯を
沸かし、掃除に利用するこ
とで、省エネ活動を実践。

写真２０－３ 太陽光パネルの発電モニターを目につきやすい
昇降口に設置（静岡市立番町小学校）

体感が省エネ活動へとつながる（長野県高森町立高森南小学校）

社会について考え、行動する姿勢社会について考え、行動する姿勢
・身近にある太陽光パネルなどに関連して持続可能な社会

の実現について考えることで、社会的な問題に対して主体的

に考える姿勢を育むことができる。

・実際に省エネルギーにつながる行動を行ったときにその効果

を実感できるようにしておくことで、行動を継続していく励みと

なり、行動マナーとして身につけていくことができる。

●新エネルギー●

●地中熱利用●

●ビオトープ●

写真２０－１ 屋上に風力発電を設置（富山市立中央小学校）

写真２０－５
ペットボトルのソーラー給湯器 写真２０ー６ 沸かしたお湯を掃除に利用

注６

注７

注８

経済上の制約から十分には普及していないが，石油代替エ

ネルギーの促進に特に寄与するものとして新エネ法におい

て定められ，その利用が政策的支援対象とされているエネ

ルギーの総称。太陽熱，太陽光，風力，海洋，地熱，雪氷

熱などの自然エネルギーや，CO2 の発生が少ない合成エ

ネルギーなど。

(ドイツ)Biotop：動物や植物が恒常的に生活できるよう

に造成または復元された小規模な生息空間。公園の造成

・河川の整備の計画などに取り入れられる。

ギリシャ語で生物（bios）と場所（topos）を示す造語。

地中の温度は年間を通して変化が小さく、夏は外気より

冷たく冬は外気より温かい。この温度差が持つ熱エネル

ギーを冷暖房に利用するもの。

写真出典：環境省「学校エコ改修と環境教育事業」ＨＰ
（URL http://www.ecoflow.go.jp/）

出典：三省堂刊「大辞林」

出典：三省堂刊「大辞林」



２１．まぶしくない、２１．まぶしくない、
暑くない教室暑くない教室

■効果的に利用するための注意点

・カーテンによって自然通風や採光が損なわれないように注意

する。

■期待される効果

安定した明るさの学習環境安定した明るさの学習環境
直射日光を防ぎながら教室全体を均一的な明るさとすることで、

落ち着きのある、目にも優しい学習環境が得られ、子どもたちが

集中できるようになる。

○普通教室について、教室の方位に応じた方法で、太陽光を採り入れ、
どの場所に座った子どもにも優しい光環境や温熱環境とするもの。

（教室は必ず南向きとする、といった固定観念で校舎を計画しない。）
○直射日光を避け、落ち着きのある学習環境を得ることで、子どもた
ちが授業に集中できる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

南向きの教室南向きの教室
・ライトシェルフ＊９や水平ルーバーを設置し、教室の奥まで太

陽光を届けながら、同時に日照を調整しカーテンをしなくても

窓 側の環境を守ることができるような工夫をする。

北向きの教室北向きの教室
・日照や通風経路を確保するため、教室の前の廊下や多目的

スペースは南側に開いたつくりとし、間仕切りは設けないか、

開閉可能なものとする。

・平屋または最上階の教室では、天空光＊10を取り入れられる

ように、北向きの高窓や天窓等を設けることも考えられる。

・東あるいは西向きの窓については、垂直ルーバーを用いて

日照調整する。

■補足説明

・天候により十分な採光が得られない場合があるため、補助光

源としての照明器具が必要となる。

・夏季の日照調整については、「緑のカーテン」等の植物による

方法もある。

（出典：ＷＧ長澤委員）

写真２１－５ 木のパーゴラと緑のカーテンによる日照調整
（山梨県昭和町立押原小学校）

写真２１－４ 南に開けた多目的スペースに面する北向き
の教室 （広島県呉市立川尻小学校）

～安定した自然採光を～

写真２１－２ ライトシェルフ

●天空光●

太陽光のうち、直射日光を除き、

天空のあらゆる方向から地上に

到達する光。

図２１－１ 北東向きの高窓からの光の取り入れ方
（三重県鈴鹿市立旭が丘小学校）

温熱環境への配慮温熱環境への配慮
・日射の調整とともに、建物周囲を樹木等で緑化して夏季の

気温を下げたり、教室の中の通風経路を確保したりすること

などにより、教室の温熱環境を調節する。

p.55「22.風が通るさわやかな教室」参照
p.59「24.豊かな緑にかこまれながら」参照

多目的スペース普通教室

南

教室教室廊下
女子
トイレ

●ライトシェルフ●

南から
の光

東から
の光

写真２１－１ 高窓から天空光を導いた明るい普通教室（三重県鈴鹿市立旭が丘小学校）

写真２１－３ 普通教室内部

ライトシェルフにより日照の調整がされた南向きの教室 （愛知県瀬戸市立品野台小学校）

窓の上部に設けた庇（中庇）のことで、窓際への

直接入射光を遮るとともに、この庇により太陽光

を天井に反射させて部屋の奥まで明るくする工夫。

注10

注９

出典：三省堂刊「大辞林」（撮影：車田写真事務所 車田 保）



２２．風が通る２２．風が通る
さわやかな教室さわやかな教室

■効果的に利用するための注意点

・空気の流れが見て確かめられるようにリボンを吊るし

たり、実験を行ったりすることも考えられる。

■期待される効果

良好な学習環境良好な学習環境
・気候風土に応じた自然の力を利用して、子どもをはぐくむ

場として良好な学習環境を確保できる。

・通風・換気の仕組みそのものを見て分かりやすいもの

とすることにより、環境教育に活用できる。

○通風・換気のため、屋上までの排気筒を設けたり、教室の中を風が

通り抜けるための欄間やガラリ等を設けるもの。

○夏季の暑さを緩和し、また教室内の空気を清浄に保つことができる。

自然の力を利用した通風・換気であるため、健康的であり、かつ省

エネにもつながる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

通風経路の確保通風経路の確保
・通風経路を確保しやすい平面および断面計画とする。

・教室空間において、可動式や格子状の間仕切りを使用

したり、開口部を工夫したりする。

・自然の風力や室内外の気温差を利用してより積極的な

通風・換気（暖房）を行う設備を計画することも考えられる。

・計画時に通風のシミュレーションをし、想定した効果がある

かどうかについて確認する。

・換気窓の工夫により、夜間の自然通風・換気が行える

ようにする。

見て分かりやすくする工夫見て分かりやすくする工夫
・設備の仕組みや効果を模式図や数値で示したパネルを

設置するなど、子どもたちが見て分かりやすいようにする。

p.51「20.学校全体が環境教育の教材」参照

・設備をデザインとして活かすよう工夫する。

■補足説明

・通風の確保と併せて、ルーバーや庇等により直射日光

を遮ることで、より快適な学習空間が確保できる。

p.53「21.まぶしくない、暑くない教室」参照

省エネ効果省エネ効果
自然の力を活用した温熱制御であるため、

省エネ化が図れる。

写真２２－３ 欄間通気窓

写真２２－４ 通気ガラリ

写真出典：
「環境に配慮した学校施設の整備推進のために
－学校施設の環境配慮方策等に関する調査研究報告書－」
2008年,国立教育政策研究所 文教施設研究センター

「学校施設の環境配慮方策等に関する調査研究」研究会

写真２２－２ 屋上にある風の塔

～自然の通風・換気を活かした教室～

風の塔，風の道を利用した自然換気（神戸市立玉津第一小学校）

自然換気設備（換気・集熱塔）とその効果を見て分かりやすいように計画（福島県立会津学鳳中学校・高等学校）

図２２－２ 欄間窓・ガラリを利用した自然通風と床涼房の活用（東京都武蔵野市立大野田小学校）

欄間窓

ガラリ

冷水が流れる管

普通教室 多目的スペース

風の塔

自動開閉窓

風の道
（熱気の道）

勾配天井で
熱気を動きやすく

教室

教室

教室

廊下

廊下

廊下

外の
空気

風の塔

自動開閉窓

風の道
（熱気の道）

勾配天井で
熱気を動きやすく

教室

教室

教室

廊下

廊下

廊下

外の
空気

図２２－１ 自然換気の経路

写真２２－１ 校舎全景

写真２２－５ 換気・集熱塔 写真２２－６ しくみや効果が分かるパネル

間仕切りの工夫



２３．木の学校で学ぶ２３．木の学校で学ぶ

■効果的に利用するための注意点

・設計段階で、雨がかりや紫外線の影響を抑えたり、部材の選定

に配慮することにより、維持管理の負担を減らすことができる。

■期待される効果

快適であたたかみのある快適であたたかみのある
室内環境室内環境
木材を利用することで、あたたかみが感じられる、調湿作用

により湿度が良好に保たれるなど、快適な室内環境が実現で

きる。また、子どもたちの心理面・情緒面の安定につながる。

木材利用による環境負荷低減木材利用による環境負荷低減
木材は、炭素貯蔵効果があり、材料製造時の炭素放出量が

少ない省エネ資材である。また、間伐材の利用は森林の保全に

寄与することになる。

地域材の利用により、環境、地域材の利用により、環境、

地域を考える地域を考える
地域材を利用することで、森林の保全、木の文化の継承、

地域の活性化などについて考えるきっかけを増やすことが

できる。

○校舎の柱・はりや内装に木材を活用することにより、あたたかみと

潤いのある学習・生活環境とするもの。

○地域材の活用は、地球温暖化対策、地域の活性化、文化の継承にも

つながる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

木造の計画木造の計画
地域に固有の木材や伝統的な構法を用いることで、学校の個性

の一つとなる。また、鉄筋コンクリート造などとの混合構造とする

ことで、設計上の課題の解決が容易になる。

内装の木質化内装の木質化
内装を木質化することでも、豊かな室内環境が実現できる。使用

する部位に適した樹種を選定し、木質化する面積や色目の濃さに

留意する。

■補足説明

・使用材料（製材品／集成材）や使用目的（地域材の使用／

木材一般の使用）等につき、関係者間で合意を形成する。

・地域材を使う場合には、木の伐採時期や乾燥期間を考慮して

全体の建設スケジュールを組み立てるとともに、木材関係者と

連携して進めていく必要がある。

・設計上の工夫などにより、コストを抑えることもできる。

写真２３－１ 木材によるあたたかみある空間（福島県棚倉町立社川小学校）

写真２３－２ 木の音楽教室（三重県熊野市立有馬中学校）

～木材を活用してあたたかみのある室内環境に～

写真２３－４ 授業で木材ストック場を見学（栃木県茂木町）

木造とRC造の混合構造校舎（福井県南越前町立今庄小学校）

写真２３－３木造の体育館（秋田県能代市立浅内小学校）

写真２３－５
校舎全景

写真２３－６ 校舎内部



２４．豊かな緑に２４．豊かな緑に
かこまれながらかこまれながら

■期待される効果

自然の営みの体感自然の営みの体感
木々とのふれあいを通じて、昆虫などの生物の

生態や四季の変化を体感し、またそれを学習活動

に活かすことができる。

子どもたちの体力向上に寄与子どもたちの体力向上に寄与
緑豊かな学校にすることで、子どもたちの屋外で

の活動機会が増し、体力の向上につながる。

■計画のポイント

学校に森をつくる学校に森をつくる
・教育効果や快適な環境の創造など、緑化の目的に応じて、

植樹の範囲から施工方法や維持管理方法まで全体的に

検討し導入する。

芝生化や屋上緑化を図る芝生化や屋上緑化を図る
・芝生化する範囲については、使用目的等を考慮し決定する。

・屋上緑化する場合には、断熱効果や利用方法を踏まえて

土の厚さを検討する。また、人の目が行き届くよう配慮し、転

落防止のために柵を設けるなど、安全性を十分に確保する。

写真２４－４ 屋上庭園（東京都武蔵野市立大野田小学校）

写真２４－２ 理科教室前のテラスを緑化
（カリタス女子中学高等学校）

写真２４－５ 緑のカーテン
（三重県熊野市立入鹿中学校）

○樹木の緑化エリアの設置、グラウンドや中庭の芝生化、屋上や校舎壁

面の緑化等を図り、学校全体に豊かな緑を取り入れるもの。

○ヒートアイランド＊11対策につながるだけでなく、子どもたちが積極的

に外で活動するようになり、自然とのふれあいや体力の向上につながる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

けがの防止けがの防止
グラウンドが芝生化されることで、

運動中のけがを軽減できる。また、地

表温度の上昇を抑えることができる。

省エネ効果省エネ効果
屋上、壁面緑化は、直射日光によ

る建物の温度上昇を抑え、省エネにつ

ながる。

～グラウンドの芝生化や壁面緑化で学校に潤いを～

写真２４－１ 樹木のある屋外空間（富山県南砺市立福光東部小学校）
写真２４－６ 緑豊かな中庭（広島県府中市立府中小学校・中学校）

●ヒートアイランド●

写真２４－３ ６本のケヤキが繁る中庭
（岐阜県多治見市立多治見中学校）

■効果的に利用するための注意点

・学校に森をつくる場合には、実生（苗木）の段階から子どもたち

や保護者が参画することで、教育効果を高めたり、地域との連

携を深めたりすることが考えられる。

■補足説明

・芝生の維持管理のポイントについて施工業者に詳細なマニュ

アルを作成してもらう。

・ボランティアによる芝生の維持管理のため、芝刈り機など必要

な機器を整える。

一校で整備することが困難な場合には、近隣の学校間で共用

を図るなどの工夫が考えられる。

・維持管理をスムーズに行うため、計画段階から地域と連携

協力する。

Heat Island：都市部に見ら

れる高温域。風の弱いときに

顕著になり、周辺地域よりも

高温の空気が都市域をドーム

状におおう。都市化に伴う地

表面の人工的改変、大量のエ

ネルギー消費などで熱がたま

ることがその成因。熱の島。

注11

出典：三省堂刊「大辞林」



２５．地域性を２５．地域性を
活かしたデザイン活かしたデザイン
～みんなが愛着を持ち、シンボルとなる学校～

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■効果的に利用するための注意点

・地域の特色として何を取り入れるか計画段階から地域の

人たちや在校生、卒業生等と話し合いをすると効果的である。

■期待される効果

「大切に使う」意識の芽生え「大切に使う」意識の芽生え
子どもたちが「自分たちの学校」という意識を持つこと

により、清掃活動に対して能動的に取り組んだり、もの

を丁寧に扱う態度を身につけたりすることができる。

○自然環境や地域の伝統、文化など、学校の歴史や思い出の継承等に配

慮するとともに、それを積極的にデザインに生かすもの。

○卒業生や地域の人たちにも親しみを持ってもらい、末永く愛される学

校となる。

■計画のポイント

立地条件の整理と立地条件の整理と
学校施設への取り入れ学校施設への取り入れ

学校周辺の自然環境や地域の伝統、文化の特色、地域

産の建築材料、学校の歴史等を、学校施設に無理なく取り

入れる。

■補足説明

・地域の歴史や伝統的行事等に関する展示・体験コーナー

を設けることも考えられる。

・校舎の建て替えに際し、旧校舎の思い出を学校の歴史

コーナーとして残すことなども考えられる。

写真２５－４ 地域の歴史や伝統に関する展示コーナー
（新潟県長岡市立阪之上小学校）

地域の人たちからの愛着地域の人たちからの愛着
地域の人たちに学校そのものに愛着を持ってもらうことに

より、教育活動やその他学校運営への協力が得やすくなる。

写真２５－２ 周辺環境に配慮し、地域特有の赤瓦葺屋根を使用した低層の校舎

沖縄の歴史・風土を活かした学校（那覇市立城西小学校）

写真２５－３ 強い日差しを庇で受け止めて日影をつくりだす

写真２５－１ 自然景観に溶け込んだ木の学校（三重県熊野市立入鹿中学校）

デザインの工夫デザインの工夫
街のシンボルとなるようなモニュメント、舗装面の装飾、

屋根や外壁のデザインの工夫などが考えられる。



２６．長く使い続けられる２６．長く使い続けられる
学校学校

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■効果的に利用するための注意点

・材料の種類や使用場所については、例えば吹き抜け

上部に頻繁な手入れや取替が必要なものを用いること

は避ける等、メンテナンスの方法も併せて検討する。

■期待される効果

変化に対して柔軟に対応変化に対して柔軟に対応
柔軟性の高い計画としておくことで、例えば、新たに少人数

指導のための室を設けることや、学級数増加に対応する教

室の新設等に対し、多大なコストを掛けず、また使いやすい

場所で対応することが可能となる。

○構造体そのものは堅固なものにするとともに、内部の壁の位置の変

更や設備の取替を行いやすいよう配慮し、また耐久性の高い材料を

使用することにより、建物を長持ちさせるように計画するもの。

○教育内容・方法の変化や児童生徒数の増減等に柔軟に対応でき、ラ

イフサイクルコスト＊12を抑える。

■計画のポイント

変化への対応変化への対応
・教室と廊下との境界、隣接教室同士の境界について、

①耐震のための壁、②将来取り外せる固定された壁、

③可動間仕切りのどれにするか検討する。

・可動間仕切りを取り入れることにより、閉じた普通教

室、あるいは広い多目的スペースなどとして、状況に

応じた利用が可能となる。

・学級数が変動した場合にも同学年のまとまりを確保で

きるよう、例えば、将来教室として使用可能な空間を

計画しておく。

使用部位に応じ、適切な材料使用部位に応じ、適切な材料
を検討を検討

直接手に触れることの多い仕上げ部分については、

例えば木材のように、時間の経過とともに味わいの出

る材料の使用に努める。

写真２６－２ 外断熱を行ったレンガ積みの学校
（新潟県見附市立今町小学校）

「長く使う」ことから学ぶ「長く使う」ことから学ぶ
「新品であること」のみに価値を見いだすのではなく、

受け継いだ資産に手を入れ、現代に必要な機能を発揮

させることを通じ、資源の有効利用や持続可能社会等に

ついて考えるきっかけとなる。

（出典：ＷＧ長澤委員）

～将来の変化に柔軟に対応できる施設～

依頼中
（長澤委員）

写真２６－１ 外壁保護のため小口タイルを使用した海沿いの学校（茨城県大洗町立南中学校）

■補足説明

・人口動態等から、学区内の児童生徒数の推移などを

考慮した学年ごとの必要学級数の予測等を計画時に

行う。

・学校の思い出を大事にしたり、地域の伝統・文化を継承

したりする態度にもつながる。

●ライフサイクルコスト●

図２６－１ 学級数が増加した場合にも同学年のまとまりを確保
できる教室空間の計画（東京都武蔵野市立大野田小学校）

可動間仕切りによって閉じることのできる学習室は
集中して行う活動に対応した空間。
将来普通教室に利用することが可能な計画。

Life Cycle Cost：建築コストだけでなく、維持

管理や改修・廃棄に必要なコストも含めた構造物

のコスト。

学習室

多目的スペース

普通教室

普通教室

普通教室

教師
コーナー

注12

出典：三省堂刊「大辞林」



２７．地域みんなで２７．地域みんなで
子どもを守る子どもを守る

■効果的に利用するための注意点

・防犯に関する考え方の共通理解に加え、万が一

の不審者侵入時等にも万全の対応ができるよう、

防犯避難訓練や勉強会など、地域との連携のた

めのソフト面の充実に努める。

■期待される効果

子どもたちの安全をより強く確保子どもたちの安全をより強く確保
先生に加えて地域の人たちも「学校内の大人の目」となり、

子どもたちの活動を見守りながら校地内への人の出入りを

とらえ、不審者侵入の抑止を図ることができる。

～地域に開いた安全な学校～

○学校施設を地域へ積極的に開放し、また同時に、開放部分の配置や

ゾーニング計画の工夫によって、防犯性に配慮した学校とするもの。

○学校を地域に開いていくことで、地域との連携を深め、その結果、

地域全体で子どもたちを守ることにつながる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

守る範囲を明確にする守る範囲を明確にする
・学校開放で地域の人たちなどが入れるゾーンと、子どもた

ち、学校関係者やアポイントを取った人のみが入れるゾー

ンとを明確にする。

・受付は地域の人たちなどが入れるゾーンの玄関周辺に設

け、建物内の安全性を高める。

■補足説明

・「人の目」で子どもたちを守るという方式について、先生、

地域の人たち、保護者の間で理解を図る。

・学校内にどのような機能、性格、運営管理方法の施設が

必要となるかを地域とよく話し合う。

地域と学校とがより近くに地域と学校とがより近くに
学校で活動する地域の人たちが、同時に子どもたち

の様子も目にすることで、学校をより身近に感じ、教育

活動への協力につながる。

写真２７－２ 学校内で大人たちが、
子どもたちの活動を目にする

図２７－１ 先生や地域の人たちのスペースの配置の工夫

塀がなく誰でも敷地内を通り抜けられる学校（埼玉県戸田市立芦原小学校）

人の目の配置人の目の配置
子どもの活動を見守ることができる位置に地域の人た

ちなどのスペースを設け、人の目を防犯に役立てる。

開口部の位置等にも配慮する。

通報システムの導入通報システムの導入
不審者侵入等の緊急事態発生時に迅速に対応できる

よう、通報装置等を導入する。

写真２７－１ 安全で気持ちの良い受付（埼玉県川越市立霞ヶ関北小学校）

図２７－２ 校舎配置図

校舎

グラウンド



２８．何かができる、２８．何かができる、
みんなに会えるみんなに会える

■効果的に利用するための注意点

・先生や子どもたちから活動の様子が見えたり、作品等

を掲示できる場所を設けたりすることにより、交流を深

めることができる。

■期待される効果

地域と学校とがより身近に地域と学校とがより身近に
地域の人たちにとって学校が一層身近な存在となり、

学校・家庭・地域が一体となって教育活動に取り組み、

子どもたちを見守ることが可能となる。

○授業への協力やボランティア活動等のために学校を訪れる地域住

民の居場所を設けるもの。

○ボランティア活動等の拠点となるとともに、子どもたちとの触れ

合いの場ともなり、幅広く多様な交流が可能となる。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

居心地の良い活動拠点居心地の良い活動拠点
・活動に必要な面積や機能を確保するとともに、居心地

の良い雰囲気になるよう、内装等に配慮し，給湯スペース

等を用意する。

・畳の部屋やカーペット敷きのコーナー等を設けること

も考えられる。

配置の工夫配置の工夫
・地域の人たちの居場所からの人の目が防犯にも役立つよう

な位置や、先生と日常的に交流や相談等ができるような位

置とすることなどが考えられる。

p.65「27.地域みんなで子どもを守る」参照

「まちづくり」への寄与「まちづくり」への寄与
・例えば歩道に面した敷地の一部をポケットパークや花壇

とし、地域の人たちが立ち寄りやすい雰囲気とするととも

に、景観の向上を図る。

■補足説明

・学校とデイサービスセンターを併設するなど、高齢者

福祉施設と複合化する場合には、施設利用者などと

の交流の場ともなりうる。

地域の大人たちとの交流地域の大人たちとの交流
地域の人たちによる読み聞かせ活動や、逆に子どもた

ちによる歌の発表会等、子どもたちが学校という安全な

場で家族や先生以外の大人と交流を図ることが可能となる。

図２８－１ 学校敷地内にあるベンチスペースでの地域の人たちと子どもたちとの交流

写真２８－１ ふれあいラウンジを活用した地域連携のイベント（埼玉県戸田市立芦原小学校）

写真２８－３ ＰＴＡ活動など地域の人たちも利用できる
会議室（神奈川県横須賀市立大塚台小学校）

～地域の人たちのための居場所～

写真２８－２ ボランティア等の活動スペース
（新潟県聖籠町立聖籠中学校）



２９．学校をまちづくり２９．学校をまちづくり
の拠点にの拠点に

■効果的に利用するための注意点

・地域の人たちが利用する玄関に、子どもたちの作品を

展示したり学校の活動の様子を知らせたりする掲示板

を設けることにより、地域の人たちにとって学校を一層

親しみやすい存在となるようにする。

・地域利用部分の管理・運営については、地域の人たち

の協力を得ることも計画段階で検討する。

・避難場所としての円滑な運営のため、防災担当部局等

の関係者が連携して体制構築に努め、学校教育活動

の早期再開を考慮しつつ具体的な施設利用計画や運

営マニュアルの作成・周知を行う。

○学校が地域の拠点として役割を十分に果たせるよう、特別教室の充実・

開放や社会教育施設（図書館等）との複合化、避難場所としての機能強

化などを行うもの。

○地域の多様なニーズに対応するとともに、学校の教育活動の充実を図る

ことができ、学校教育環境と地域の人たちの学習環境とが相乗的に向上

する。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■補足説明

・例えば、複合化した図書館の司書が専門的知見を生かし

て教育活動をサポートすることで、図書館を子どもたちに

とってより身近な存在にすることができる。

■計画のポイント

活動、活動、交流の場の計画交流の場の計画
・活動内容を踏まえ、地域利用に供する各室は、まとまっ

て配置し、他のエリアと区画できるようにする。

・また、子どもたちと地域の人たちとの交流の場となるス

ペースを設ける。

防災機能の強化
・施設の耐震性の確保、外壁や天井材、照明器具の落下

防止対策及び家具等の転倒、落下防止対策等を行う。

・専門家の協力を得て、トイレや電気等のライフラインを保

持するための対策や衛生的な室内環境を確保するため

の対策を行う。

誰にでも誰にでも使いやすく使いやすく
分かりやすい分かりやすい

・高齢者や障害者の利用を念頭に置き、円滑に移動できる

平面計画やサインの明確性など、バリアフリーに配慮する。

その際、災害時における避難場所としての役割を踏まえ

て計画する。
■期待される効果

機能の高度化による教育の機能の高度化による教育の
充実充実
・地域の人たちの利用を想定して特別教室の面積や設

備を充実することや、本格的な施設と専門職員を備

えた社会教育施設を複合し子どもたちも利用するこ

とで、学校教育活動の充実を図ることができる。

写真２９－４ 地域の人たちも利用する学校の図書館
（山口県下関市立豊北中学校）

写真２９－２ 複合化した図書館を児童が利用
（埼玉県志木市立志木小学校）

～機能の高度化と地域の拠点としての役割を同時に目指す～

写真２９－３ 放課後における子どもの居場所
（東京都武蔵野市立大野田小学校）

●放課後子どもプラン●

写真２９－５ 休日に地域の子どもたちが利用
（福島県西会津町立西会津中学校）

地域に必要とされる学校地域に必要とされる学校
・学校の図書館や体育館などの利用、放課後子どもプラン＊13

の活用等が地域の人たちの暮らしの一部となり、地域の人

たちにとっても学校が必要不可欠な存在となる。

・外国人の子どもの多い学校にあっては、保護者も含

め、日本語指導など土・日曜日の支援・交流活動に

も活用できる。

防災拠点としての役割防災拠点としての役割
・防災機能を向上させることにより、地震等の災害時

における地域の人たちの応急避難場所としての役割を

果たすことができる。

写真２９－１ 家庭教室で地域の大人たち
が調理（青森県南部町立名川中学校）

放課後の子どもの安全で健やかな活動場所

の確保を図る観点から、文部科学省の「地

域子ども教室推進事業」と厚生労働省の

「放課後児童健全育成事業」の放課後対策

事業を一元化し、2006 年に創設された

施策。

注13

出典：三省堂刊「大辞林」



３０．体を動かしに３０．体を動かしに
学校へ行こう学校へ行こう

■効果的に利用するための注意点

・地域ごとのスポーツに対するニーズは異なるため、

開放する施設の種類やその運営方法を、計画段階

から学校側と関係者との間でよく話し合う。

■期待される効果

子どもたちの充実した子どもたちの充実した
体育活動体育活動

・学校の運動施設が、地域の人たちの利用を前提とした

本格的なものとなり、子どもたちが授業で使用する際に

も、より質の高い体育活動を行うことができる。

スポーツを通じた地域とのスポーツを通じた地域との

つながりつながり
・地域の人たちが学校を訪れる機会が増え、学校と地域

の協働体制づくりにも寄与する。○学校の運動施設について、地域の人たちへの開放を前提に、広さや機

能等を充実させるもの。

○学校を地域のスポーツ拠点とすることで、地域の人たちのスポーツへ

の参加の機会を増やすとともに、子どもたちの体育活動の充実にも資

する。

◆◇◆アイディアの要点◆◇◆

■計画のポイント

利用者・管理担当者を利用者・管理担当者を
支える空間の適切な配置支える空間の適切な配置

・運動施設そのものに加え、利用者が運動の前後に使用

する更衣室、交流・憩いの場としてのラウンジ、会議

室等のスペースや、管理担当者のための事務室、休憩

スペース等について、広さや機能を充実させるととも

に、相互に関連づけて配置する。

■補足説明

・地域の人たちが主体的に運営する「総合型地域ス

ポーツクラブ」の拠点施設として活用できるよう

計画することも考えられる。

・地域におけるスポーツの拠点として、スポーツ大

会などの地域行事にも対応できるよう、観覧席や

ギャラリーを計画することも考えられる。

写真３０－２ 地下１階：温水プール

学校の多様な運動施設を地域の人たちに開放（世田谷区立烏山中学校）

写真３０－４ 地下１階：武道場写真３０－３ ２階：体育館（プール上部）

地域の人たちへの開
放エリアに独立した
アプローチを確保

図３０－２ １階 平面図

武道場

～地域におけるスポーツの拠点～

EV EV

写真３０－１ 地域の人たちが指導するグラブ活動で体育館を利用（富山市立豊田小学校）

図３０－１ 地下１階 平面図

プール

中学校
入口

プール上部

地域開放施設

開放
事務室

玄関

見学
ロビー

職員室

校
長
室

事
務
室

保健室

（撮影：イースタン写真） （撮影：イースタン写真） （撮影：イースタン写真）
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事例事例11．．

耐震化等の安全性の向上と耐震化等の安全性の向上と
教育環境の改善教育環境の改善

耐震化、老朽化対策等の安全性向上のための改修を行う際に、その機会を利用し他の機

能向上のための改修も併せて行うことで、総合的に教育環境の改善を図る。

◆◇◆改修のねらい◆◇◆

●耐震改修と併せた環境改善

●耐震改修と併せた学習空間の改善

●耐震改修と併せた生活環境の改善

古い学校を安全・安心な校舎に

事例事例22．．

安心な空間を作ろう安心な空間を作ろう

校内のバリアフリー化や、相談室、保健室の整備等により、子どもたちが安心して毎日を

過ごすことができる学校とする。

◆◇◆改修のねらい◆◇◆

古い校舎を安全・安心な校舎に

●バリアフリー化

●相談室

p.57「23．木の学校で学ぶ」参照

◇事例1b：埼玉県ときがわ町立都幾川中学校

耐震改修と併せて
内装を木質化

段差解消
段差

耐震改修と同時に昇降口をバリアフリー化

p.31「11．子どもたちを気持ちよく迎え入れる」参照

子どもたちが心落ち着けられる場所
として相談室を整備

p.11「2．複数のクラスでフロアをのびやかに使う」参照

耐震改修の際、内装の木質化、間仕切りの
撤去により余裕教室を開放的で明るい普通教
室に

◇事例1a：福島県北塩原村立さくら小学校

◇事例2b：富山県滑川市立西部小学校

◇事例2a：福島県北塩原村立さくら小学校

p.57「23．木の学校で学ぶ」参照

写真1a-1 余裕教室（改修前） 写真1a-2 普通教室（改修後）

写真1b-1 廊下（改修後）

写真2a-1 昇降口（改修前） 写真2a-2 昇降口（改修後）

写真2b-1 相談室入り口（改修後） 写真2b-2 相談室内部（改修後）



快適な学習空間に

事例事例33．．

自然光で明るい学校にする自然光で明るい学校にする

教室や昼間でも暗くなってしまいがちな空間に光を採り入れることで、子どもたちにとって

より居心地の良い空間とする。

●廊下・ホールをもっと明るい場所に

●自然採光を活用し、普通教室へ優しい光を

◆◇◆改修のねらい◆◇◆

事例事例44．．

過ごしやすく快適な室内環境過ごしやすく快適な室内環境

空調設備のみに頼るのではなく、自然の力を利用した、子どもたちの心と体に優しい教室

環境づくりを目指す。また、同時に環境への負荷を軽減し、ＣＯ２排出削減に寄与する。

◆◇◆改修のねらい◆◇◆

●自然換気を利用し、快適な学習環境を

◇事例4a：愛知県北名古屋市立西春中学校

p.55「22．風が通るさわやかな教室」参照

快適な学習空間に

●断熱化による暖かい教室

●ペアガラス

●外断熱

◇事例4b：長野県高森町立高森南小学校

◇事例3a：北海道黒松内町立黒松内中学校

上階を撤去し、元の廊下
部分を吹き抜けガラス屋根
のアトリウム空間に

冬季の日射量の多さを活かして、窓から取り入れた日射熱を躯体に蓄熱でき
るように、コンクリート（躯体）の外側で断熱。温度ムラのない快適な教室に改修。

総合的なエコ改修により、
改修前と比較し
ＣＯ２排出量を２１％削減。

既存の階段室の上部に設けた高窓による温度差換気、夜間換気シス
テムの導入や教室の廊下側間仕切りの通気性を高めることにより、自然
の力による風通しの良さを実現。

風の塔（階段室に換気用高窓を設置）

写真4a-1 廊下側の間仕切り
の通気性を高めた教室

写真4a-3 風の塔となる階段室

廊下側にアトリウム空間ができ
たことにより、南北二面からの
自然採光が可能に。

p.53「21．まぶしくない、暑くない教室」参照

p.53「21．まぶしくない、暑くない教室」参照

写真3a-1 二面から採光が可能な普通教室（改修後） 図3a-1 エコ改修のイメージ

写真3b-２ 1階廊下（改修前） 写真3b-3 ひかりのみち（改修後）

図4a-1 風の塔

エコ改修の内容
・外断熱、ペアガラス ・雨水の散水利用
・高効率照明 ・節水型トイレ、給湯設備の高効率化
・地域材を活用した内装木質化

図4b-1 エコ改修のイメージ

写真4b-1
躯体の外側で断熱

写真4b-2
開口部のペアガラス

◇事例3b：北海道黒松内町立黒松内中学校

写真・図版出典：環境省「学校エコ改修と環境教育事業」 ＨＰ（URL http://www.ecoflow.go.jp/）

（撮影：吉田 誠）

（撮影：酒井 広司）

写真4a-2 換気用高窓

写真・図版出典：環境省「学校エコ改修と環境教育事業」 ＨＰ（URL http://www.ecoflow.go.jp/）

写真・図版出典：環境省「学校エコ改修と環境教育事業」 ＨＰ（URL http://www.ecoflow.go.jp/）



事例事例66．．

より多様な学習空間をより多様な学習空間を

余裕空間の活用などにより、新たな教育内容に対応しつつ一層の活性化を図ることが可

能となる。

◆◇◆改修のねらい◆◇◆

●充実した理科教室など

●隣接する二つの普通教室を理科教室に

●特別教室等を学習・メディアセンターに
p.19「6．いつでも本が手に取れる」参照

余裕空間の活用

未入手

p.17「5．ゆとりあるスペースで多様な体験やものづくり」参照

◇事例l：富山県滑川市立西部小学校

二室間の壁を撤去し、耐震補強
することにより、普通教室を特別
教室（理科教室）に改修

事例事例55．．

あたたかみと潤いのある空間にあたたかみと潤いのある空間に

内装等の木質化により、あたたかみと潤いのある教室環境を創出する。

◆◇◆改修のねらい◆◇◆

●木材を利用した改修
p.57「23．木の学校で学ぶ」参照

快適な学習空間に

地域材を利用して内装を木質化

写真5a-2 普通教室（改修後）

写真5a-3 廊下（改修前）

写真5a-1 
普通教室（改修前）

木を使ってあたたかみのある
ランチスペースに

写真5b-2 ランチスペース（改修後）

写真6a-1 理科教室（改修後）

◇事例6b：横浜市立港北小学校

写真6b-1 学習・メディアセンター（改修後） 写真6b-2 情報学習室（改修後）

元の特別教室の壁を撤去し、
学習・メディアセンターに

余裕教室の壁を撤去し、
開放的な情報学習室に

◇事例5a：埼玉県ときがわ町立都幾川中学校

◇事例5b：福島県北塩原村立さくら小学校

◇事例6a：埼玉県志木市立志木小学校

p.21「７．ICTで学習活動が広がる」参照

写真5a-4 廊下（改修後）

写真5b-1 ランチスペース（改修前）



事例事例77．．

誰もが足を運ぶ地域の拠点誰もが足を運ぶ地域の拠点

現有する学校施設の余裕空間を、地域の人たちへの開放に相応しい機能の空間に転用

し、ゾーニングに留意しつつ地域拠点としての役割を強化する。

◆◇◆改修のねらい◆◇◆

●地域の人たちの協力を得て
児童の放課後の活動拠点を設置

●地域の人たちの居場所づくり

p.69「29．学校をまちづくりの拠点に」参照

p.67「28．何かができる、みんなに会える」参照

図版出典：「耐震補強早わかり 地震に負けない学校施設
-耐震補強事例集-」2006年,文部科学省

余裕空間の活用

事例事例88．．

空間の可能性を広げる空間の可能性を広げる

多様な学習形態にも対応できる柔軟性を獲得することができる。

◆◇◆改修のねらい◆◇◆

●少しの工夫で教室の広さが自由自在に
p.11「2．複数のクラスでフロアをのびやかに使う」参照

改修で学校はこんなに変わる！

・普通教室と廊下との間の壁を撤去し、
開放的な学習空間に

・併せて間伐材の利用などにより内装
を木質化

１階にあった２つの普通教室を図書・コンピュータ
教室に改修して放課後子ども教室に活用

余裕教室を地域の人たちが利
用できる和室に

◇事例8a：横浜市立港北小学校
◇事例7a：千葉県白井市立白井第二小学校

◇事例7b：福島県飯館村立飯樋小学校

写真7a-1 地域の人たちと共にクリスマス会を実施（改修後）

図7a-1 1階平面図（改修後）

写真7b-1 地域の人たちが利用できる和室（改修後）

写真8a-2 廊下との間仕切りを撤去（改修後）

写真8a-3 内装を木質化（改修後）

写真8a-1 廊下との壁がある普通教室（改修前）

p.57「23．木の学校で学ぶ」参照



事例事例99．．

心安らぐ場所を作ろう心安らぐ場所を作ろう

学校は子どもたちが一日で一番長く過ごす場所であり、学習だけではなく生活の場でもあ

る。子どもたちにとって普通教室以外にもお気に入りの場所ができる、行きたくなる学校とな

るような工夫を加える。

◆◇◆改修のねらい◆◇◆

●廊下・階段を楽しい場所に

◇事例9a：世田谷区立山崎小学校

◇事例9c：埼玉県ときがわ町立都幾川中学校

p.35「13．心地よいトイレや手洗い」参照

p.33「12．学校中が出会いの場」参照

改修で学校はこんなに変わる！

事例事例1010．．

地域の顔として生まれ変わる学校地域の顔として生まれ変わる学校

学校を地域にとっても誇れる公共財とすることで、地域との結びつきを一層強めることが

できる。

◆◇◆改修のねらい◆◇◆

●まちなみの景観を形成する校舎
p.57「23. 木の学校で学ぶ」参照

改修で学校はこんなに変わる！

●清潔で使いやすいトイレに

廊下の壁面に
本の展示コーナーを

元の配膳室まわり
を生徒のラウンジに

写真9a-2 男子トイレ（改修後）

写真9a-3 女子トイレ（改修後）

写真9a-1
男子トイレ内部（改修前）

ドアをなくし、床をドライ
方式にして、入りやすく快
適なトイレに

入口まわりを明るく
開放的に 木材を利用して、道路

に面した外観を一新

外壁に木材を利用するとともに屋根
をかけて、あたたかみのある外観に

◇事例10b：福島県飯館村立飯樋小学校

◇事例10a：福島県北塩原村立さくら小学校

◇事例9b：横浜市立港北小学校

写真9a-4 トイレ入り口（改修後）

写真9b-1 廊下の展示（改修後） 写真9c-1 木の内装のラウンジ（改修後）

写真10a-1 外観（改修前） 写真10a-2 外観（改修後）

写真10b-1 外観（改修前） 写真10b-2 外観（改修後）

p.67「28．何かができる、みんなに会える」参照
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